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県
民
参
加
の
民
主
県
政
を
め
ざ
す
埼
玉
各
界

連
絡
会
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民
主
県
政
の
会

県
議
会
最
大
会
派
の
自
民
党
は
48

人
が
当
選
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
内

の
23
人
は
無
投
票
。
自
民
党
は
東
１

４
月
７
日
投
開
票
で
行
な
わ
れ
た
埼
玉
県
議
選
挙
は
、
自
民
が
48
議

席
と
現
有
議
席
を
３
減
ら
し
、
立
民
・
国
民
・
公
明
・
共
産
の
各
党
は

そ
れ
ぞ
れ
１
〜
２
議
席
増
や
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
投
票
率
は
35
・

28
％
と
前
回
よ
り
２
・
16
％
下
ま
わ
り
ま
し
た
。

区
（
行
田
市
）
で
現
職
の
県
連
幹
事

長
が
落
選
し
ま
し
た
。
ま
た
定
数
３

の
南
13
区
（
上
尾
市
・
伊
奈
町
）
で

は
、
日
本
共
産
党
の
新
人
候
補
が
前

回
得
票
の
６
割
超
え
で
自
民
候
補
に

競
り
勝
つ
な
ど
、
県
議
会
で
横
暴
勝

手
を
極
め
て
き
た
自
民
党
に
痛
打
を

与
え
ま
し
た
。

一
方
前
回
知
事
選
で
上
田
知
事
を

支
え
た
政
治
団
体
が
会
派
を
解
散
し

今
回
は
そ
れ
ぞ
れ
が
個
々
に
選
挙
に

臨
み
ま
し
た
。
上
田
知
事
は
知
事
与

党
だ
っ
た
何
人
か
の
候
補
者
の
応
援

上
田
知
事
が
統
一
地
方
選
後
に
知

事
選
へ
の
意
思
を
か
た
め
る
の
で
は

と
の
憶
測
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

４
月
17
日
付
の
朝
日
新
聞
は
知
事

の
定
例
記
者
会
見
に
つ
い
て
、
５
選

出
馬
を
問
わ
れ
た
知
事
が
「
早
く
立

候
補
の
手
を
あ
げ
る
と
、
事
務
所
を

ど
う
す
る
。
ポ
ス
タ
ー
を
ど
う
す
る

と
大
騒
ぎ
に
な
る
。
私
は
そ
の
資
金

が
な
い
」
と
答
え
た
と
報
じ
ま
し

た
。
立
候
補
を
意
識
し
て
い
る
か
の

よ
う
な
発
言
に
関
係
者
か
ら
「
本
音

が
出
た
の
で
は
」
と
の
見
方
が
出
て

い
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。
知
事
の
出

馬
の
行
方
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
早
く

も
選
挙
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
当
選
議
員
が

ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
新
し
い
議

会
に
臨
む
の
か
は
不
透
明
で
す
。

一
方
、
自
民
党
は
知
事
選
に
独
自

の
候
補
を
立
て
、
あ
く
ま
で
も
上
田

県
政
を
終
わ
ら
せ
る
構
え
で
す
。

女
性
の
雇
用
、
子
育
て

支
援
が
選
挙
の
争
点

４
月
16
日
に
行
わ
れ
た
マ
ス
コ
ミ

各
社
に
よ
る
知
事
会
見
で
、
埼
玉
県

の
生
産
年
齢
人
口
割
合
に
つ
い
て
訊

か
れ
た
上
田
知
事
は
「
生
産
年
齢
人

口
は
少
な
っ
て
い
る
が
、
働
き
手
は

逆
に
増
え
て
い
る
。
高
齢
者
が
働
い

て
い
る
」
と
応
じ
る
と
と
も
に
、
女

性
の
雇
用
に
触
れ
て
「（
就
労
へ
の

社
会
的
）
条
件
づ
く
り
を
し
っ
か
り

す
る
こ
と
」
と
答
え
ま
し
た
。
ま
た

統
一
地
方
選
挙
後
半
戦
に
つ
い
て
問

わ
れ
「
子
育
て
支
援
を
し
た
と
こ
ろ

の
方
が
伸
び
が
良
い
」
と
、
少
子
高

齢
化
対
策
と
し
て
女
性
の
雇
用
拡
大

が
選
挙
の
争
点
と
の
認
識
を
示
し
ま

し
た
。
知
事
の
発
言
は
女
性
の
雇
用

条
件
整
備
、
そ
の
た
め
の
子
育
て
支

援
策
の
重
要
性
を
認
め
た
も
の
で

す
。
夏
の
県
知
事
選
挙
で
も
、
子
ど

も
医
療
費
の
対
象
年
齢
引
き
上
げ

や
、
待
機
児
解
消
へ
保
育
所
拡
充
や

保
育
士
確
保
の
課
題
が
国
保
税
と
と

も
に
一
大
争
点
に
な
る
よ
う
で
す
。

民
主
県
政
の
会
は
県
政
政
策
の
柱

の
ひ
と
つ
に
「
子
育
て
・
教
育
応
援

で
若
い
世
代
に
愛
さ
れ
る
町
」
づ
く

り
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
知
事
選
で
は

こ
う
し
た
問
題
を
県
民
に
示
し
て
い

く
こ
と
が
も
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自民現有48議席から３議席減
立民、共産ほかは１～２議席増

統一地方選挙前半戦４月７日投開票

県議会 議席決まる

党派 合計 現職 元職 新人 現有議席
自民 48( １) 40( １) １(０) ７(０) 51( ２)
立民 ７(３) ５(２) ０ ２(１) ５(２)
国民 ４(１) ３(１) ０ １(０) ３(１)
公明 ９(０) ７(０) ０ ２(０) ８(０)
共産 ６(４) ４(２) １(１) １(１) ５(３)
希望 ０ ０ ０ ０ ０
諸派 １(０) ０ ０ １(０) ０
無所属 18( ５) 10( １) ０ ８(４) 11( １)
合計 93(14) 69( ７) ２(１) 22( ６) 83( ９)

県議選 政党・会派別当選者数
埼玉新聞調べ、（　）内は女性

上
田
知
事 

出
馬
に

含
み

４
月
の
定
例

記
者
会
見
で
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オ
ー
ル
埼
玉
総
行
動
実
行
委
員
会

（
小
出
実
行
委
員
長
）
は
、
こ
れ
ま

で
１
万
人
を
超
え
る
集
会
を
７
回
成

功
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
安
倍
首
相
は

天
皇
の
代
替
わ
り
や
来
年
の
東
京
オ

リ
・
パ
ラ
を
利
用
し
て
改
憲
を
強
行

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
実
行
委
員

会
は
こ
う
し
た
情
勢
の
下
、「
安
倍

内
閣
に
よ
る
９
条
改
憲
は
絶
対
に
さ

せ
な
い
」
と
強
い
決
意
で
、
今
年
６

月
２
日
（
日
）、
北
浦
和
公
園
で
１

万
５
千
人
規
模
の
集
会
を
開
催
し
ま

す
。

◇

　
　
　
　◇

実
行
委
員
会
は
、
４
月
９
日
夜
さ

い
た
ま
市
内
で
第
20
回
地
域
連
絡
会

交
流
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
中

で
２
月
〜
３
月
に
か
け
て
各
地
域
で

取
り
組
ま
れ
た
宣
伝
行
動
や
集
会
、

埼
玉
弁
護
士
会
各
支
部
の
「
自
衛
隊

の
明
記
案
に
反
対
す
る
パ
レ
ー
ド
」

な
ど
、
草
の
根
の
運
動
の
「
見
え
る

化
」
が
す
す
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
な

ど
到
達
を
確
認
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

５
月
に
は
６
・
２
集
会
成
功
に
む
け

た
「
15
地
域
総
行
動
」
と
し
て
大
宣

伝
行
動
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

６
・
２
オ
ー
ル
埼
玉
総
行
動
大
集

会
は
こ
れ
ま
で
の
延
長
で
は
な
く
、

参
加
も
会
場
配
置
、
パ
レ
ー
ド
も
基

本
的
に
は
地
域
連
絡
会
ご
と
に
ま
と

ま
り
、
市
民
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

形
を
取
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
実
行

委
員
会
は
、
地
域
連
絡
会
が
１
万
５

千
人
集
会
を
成
功
さ
せ
る
構
え
を
つ

く
り
、
３
千
万
人
署
名
の
達
成
や
世

論
形
成
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
よ
う
呼

び
か
け
ま
し
た
。
１
区
（
さ
い
た
ま

市
緑
区
）
の
代
表
は
３
千
万
人
署
名

が
２
万
筆
（
人
口
の
２
割
）
を
超
え

た
と
報
告
、
５
月
９
日
に
は
大
宣
伝

行
動
を
準
備
し
て
い
る
と
決
意
を
述

べ
参
加
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

集
会
後
援
団
体
の
ひ
と
つ
で
あ
る

埼
労
連
は
、
４
月
の
会
議
で
６
・
２

集
会
チ
ラ
シ
と
３
千
万
人
署
名
を
持

っ
て
中
立
組
合
を
訪
問
す
る
こ
と
や

市
役
所
門
前
宣
伝
な
ど
を
決
め
、
さ

ら
に
15
地
域
連
絡
会
の
駅
頭
宣
伝
へ

の
積
極
的
参
加
、
集
会
成
功
の
た
め

の
カ
ン
パ
に
も
取
り
組
む
こ
と
な
ど

を
決
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
地
区
労
・

地
域
労
連
に
も
職
場
訪
問
を
強
め
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

総
行
動
実
行
員
会
は
、
集
会
が
参

議
院
選
挙
の
直
前
に
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
も
言
及
し
、
こ
の
間
の
運
動
は

市
民
と
野
党
間
共
闘
の
本
気
度
が
試

さ
れ
る
と
強
い
決
意
を
か
た
め
て
い

ま
す
。

施
す
る
総
合
事
業
へ
誘
導
す
る
し
く

み
も
そ
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
に
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
委
託
す
る
事
業

も
含
ま
れ
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。

真
に
必
要
な
介
護
が
行
な
わ
れ
る
よ

う
、
介
護
に
関
わ
る
関
係
者
の
課
題

や
要
求
を
寄
せ
合
う
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

県
の
人
口
は
今
年
１
月
か
ら
３
ヵ

月
連
続
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
各
地

域
の
課
題
や
要
求
を
束
ね
て
自
治
体

と
懇
談
を
行
な
い
、
埼
玉
県
を
含
め

て
住
民
本
位
の
行
政
を
前
進
さ
せ
る

力
に
し
て
い
き
ま
す
。

埼
玉
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

（
埼
玉
社
保
協
）
は
、
６
月
25
日
か

ら
７
月
10
日
の
ま
で
県
内
63
市
町
村

を
訪
問
し
、
社
会
保
障
制
度
の
拡
充

を
要
請
し
ま
す
。

国
保
で
は
２
０
１
８
年
度
か
ら
都

道
府
県
化
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、

昨
年
の
市
町
村
の
回
答
で
は
、
例
え

ば「
住
民
負
担
に
配
慮
」な
ど
住
民
を

意
識
し
た
文
言
を
見
か
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
住
民
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る

こ
と
の
証
で
す
。国
は「
６
年
間
の
赤

字
解
消
計
画
」を
強
要
し
法
定
外
繰

入
を
中
止
さ
せ
、結
果
と
し
て
国
保

税
の
引
上
げ
は
必
至
の
情
勢
で
す
。

介
護
保
険
で
は
、
制
度
発
足
か
ら

２
倍
以
上
に
跳
ね
上
が
っ
た
保
険
料

の
負
担
増
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
は

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
制
限
す
る

施
策
を
毎
年
の
よ
う
に
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
年
度
予
算
額
の
枠
内
で
実

埼
玉
か
ら
流
れ
を
変
え
よ
う
！

埼
玉
社
保
協
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

６
・
２
オ
ー
ル
埼
玉
総
行
動　

１
５
０
０
０
人
規
模
の
集
会

国
保
・
介
護
な
ど
住
民
負
担
の
軽
減
を

2019年


